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超大型機器及び密閉容器収納液漏れ機器の搬入・処理に向けたスケジュール(案）

　　　　　青字は未処理台数
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①抜油を伴わず、【非汚染部品等の取り外しのみ】
　で受入基準値以内の機器
　　北九州194台 豊田118台 東京57台 大阪94台 北海道206台

②【抜油のみ】又は【抜油＋取外し】で
　　受入基準値以内の機器
　　北九州12台 豊田31台 東京405台 大阪86台 北海道28台

③【抜油＋取外し】により他事業所では
　　受入基準値以内の機器
　　5台：北海道エリア（茨城県内で保管）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （24/3/14現在）

④【現場洗浄＋現場解体】により
　　受入基準内の機器
　　　４台（84t：3台、38t：1台） （24/3/14現在）

①密閉保管容器　＜　液漏れ機器用
　　　　　　　　　　　　　　漏れ防止型金属容器

【北九州、豊田、大阪】　平成２４年～平成３０年（７年）
計画的に搬入・処理

平成２４～２７年（３年半）
現地解体技術・方法の検討・開発

【東京、北海道】　平成２４年～平成３５年（１２年）
計画的に搬入・処理

【北九州、豊田、大阪】
平成２７年～平成３０年（３年半）
計画的に搬入・処理

【東京、北海道】　平成２７年～平成３５年（８年半）
計画的に搬入・処理

平成２４～２５年
（２年）
機器取出技術・方
法等の検討・開発

【北九州、豊田、大阪】
平成２６年～平成３０年（５年）
計画的に搬入・処理

【東京、北海道】　平成２６年～平成３５年（１０年）
計画的に搬入・処理

②密閉保管容器　＞　液漏れ機器用
　　　　　　　　　　　　　　漏れ防止型金属容器

③保管容器　＞　受入基準値、
　　かつ、漏洩機器　＜　受入基準値

④漏洩機器　＞　受入基準値

⑤特異的な収納機器（発泡剤充填等）

【北九州、豊田、大阪】　平成２４年～平成３０年（７年）
必要な設備改造等を行いつつ、計画的に搬入・処理

【東京、北海道】　平成２４年～平成３５年（１２年）
必要な設備改造等を行いつつ、計画的に搬入・処理

 別  紙  ２

①～⑤の計：　Tr計407台 Co計9466台（北九州 Tr36台 Co1964台  豊田 Tr38台
Co1390台
 　　東京 Tr111台 Co2118台  大阪 Tr101台 Co2471台  北海道 Tr121台 Co1523台）
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